
日医発第 1205 号（保 270） 

平 成 2 6 年 3 月 7 日 

 

 

都道府県医師会長 殿 

 

 

                        日 本 医 師 会 長         

                           横 倉 義 武 

 

 

 

 

 

使用薬剤の薬価（薬価基準）等の一部改正について 

 

 

平成 26 年 2 月 3 日付厚生労働省告示第 21 号をもって薬価基準の一部が改正

され、告示の日から適用されました。 

今回の改正は、製薬企業による医薬品の製造販売承認の承継に伴い、新名称

の医薬品「ヘパリンＮａロック用 10 単位／ｍＬシリンジ 5ｍＬ「ニプロ」」等 7

品目が薬価基準の別表に収載されたものであります。 

また、同日付厚生労働省告示第 22 号で、「ヘパリンＮａロック用 10 単位／ｍ

Ｌシリンジ 5ｍＬ「タナベ」」等、旧名称の医薬品 7 品目が掲示事項等告示の別

表に収載され、経過措置品目（使用期限：平成 26 年 3 月 31 日限り）となって

おります。 

つきましては、以上の改正内容に関して、貴会会員に周知くださるようお願

い申し上げます。 

なお、本件につきましては、日本医師会雑誌 5 月号及び日本医師会ホームペ

ージのメンバーズルーム中、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」に掲載

いたします。 

 

 

 

（添付資料） 

１．官報（平 26．2．3 第 6221 号抜粋） 

２．使用薬剤の薬価（薬価基準）等の一部改正について 

（平 26．2．3 厚生労働省保険局医療課事務連絡） 

 



明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
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休
刊
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〔
告

示
〕

〇
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
事
務
所
の
場

所
を
告
示
す
る
件

（
特
定
個
人
情
報
保
護
委
一
）

K

〇
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関

す
る
法
律
施
行
令
第
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
行
政
文
書
の
開
示
に
係
る
権

限
又
は
事
務
の
一
部
委
任
を
告
示
す
る
件

（
同
二
）

〇
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
委
員
長
の
所
掌
に
係

る
権
限
又
は
事
務
の
一
部
委
任
を
告
示
す

る
件
（
同
三
）

〇
本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
指
定

す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
金
融
庁
五
）

〇
公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
の
件
（
法
務
四
五
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件（
同
四
六
）

〇
モ
ン
ゴ
ル
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す

る
日
本
国
政
府
と
モ
ン
ゴ
ル
国
政
府
と
の

間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
外
務
三
六
）

L

〔
人
事
異
動
〕

人
事
院

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

復

興
庁

P

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

P

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

旅
券
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
一
般
旅
券
の
返
納
命
令
に
関
す
る
通
知

（
外
務
省
）

Q

関
東
地
方
整
備
局
公
示（
関
東
地
方
整
備
局
）

中
国
地
方
整
備
局
公
示（
中
国
地
方
整
備
局
）

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
に
係
る
地
方

交
通
審
議
会
の
意
見
に
関
す
る
公
示

（
北
陸
信
越
運
輸
局
最
低
賃
金
公
示
一
、
四

国
同
一
）

R

国
家
試
験

平
成
二
十
五
年
航
空
工
場
検
査
員
国
家
試
験

合
格
者
（
経
済
産
業
省
）

R

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
解
決
手
続
実

施
団
体
指
定
関
係

R

〇
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
二
一
）

〇
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基

準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲

示
事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
二
二
）

M

〇
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟

並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
病
院
、

基
礎
係
数
、
暫
定
調
整
係
数
、
機
能
評
価

係
数
Ò
及
び
機
能
評
価
係
数
Ó
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
二
三
）

〇
船
舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
保
険

者
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る

件
（
国
土
交
通
七
七
）

〇
船
舶
安
全
法
に
基
づ
く
型
式
承
認
等
を
し

た
件
（
同
七
八
〜
八
〇
）

〇
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を
許
さ
れ
る
施

設
及
び
区
域
に
つ
い
て
、
追
加
提
供
が
決

定
さ
れ
た
件
（
防
衛
一
六
）

N

〇
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
の
登
録
内
容
を
変
更
し
た
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
六
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件（
同
二
七
〜
二
九
）

〇
道
路
に
関
す
る
件
（
同
三
〇
〜
三
二
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
二
四
）

O

〇
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
の
評
価
員
の
氏
名
を
変
更
し
た
件

（
同
二
五
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
一
四
、
一
五
）

〇
道
路
に
関
す
る
件（
北
海
道
開
発
局
一
〇
）

〔
国
会
事
項
〕

P

〇
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
公
示
す
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
国
税
庁
四
）

L

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、免
責
、

特
別
清
算
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
暦
要
項
関

係

K
M

会
社
そ
の
他

K
O

˜

User
長方形
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住
所
東
京
都
小
平
市
美
園
町
２
丁
目
２
番
８
`
3
0
4号

王
有
為
昭
和
5
8年
８
月
2
3日
生

住
所
徳
島
市
昭
和
町
４
丁
目
2
7番
地

金
奈
美
昭
和
6
2年
７
月
2
2日
生

住
所
名
古
屋
市
中
川
区
柳
川
町
４
番
2
8号

ケ
ヴ
ィ
ン
・
ル
ッ
リ
ー
ア
ナ
・
フ
ィ
ト
リ
ア
ナ
昭
和

5
9年
６
月
2
9日
生

住
所
千
葉
市
花
見
川
区
瑞
穂
１
丁
目
６
番
地
７

李
実
恵
平
成
元
年
1
2月

2
9日
生

住
所
大
阪
府
羽
曳
野
市
西
浦
４
丁
目
7
1
4番
地
1
2

楊
潔
昭
和
4
2年

1
2月

1
6日
生

住
所
千
葉
県
船
橋
市
芝
山
５
丁
目
2
4番

1
9号

張
丈
紀
昭
和
2
4年
６
月
2
2日
生

張
貴
志
昭
和
5
3年
２
月
2
8日
生

張
明
子
昭
和
5
8年

1
1月
３
日
生

住
所
千
葉
県
船
橋
市
東
中
山
１
丁
目
1
3番

2
2号

崔
敬
浩
昭
和
5
5年
１
月
2
0日
生

住
所
福
島
県
西
白
河
郡
西
郷
村
大
字
小
田
倉
字
小
田
倉

原
１
番
地

卞
直
美
昭
和
4
4年
６
月
2
0日
生

住
所
千
葉
県
市
川
市
八
幡
４
丁
目
９
番
1
6号

高
英
順
昭
和
2
2年

1
2月

2
4日
生

住
所
山
口
県
下
関
市
新
地
町
２
番
2
8
`
3
0
4号

崔
成
臣
昭
和
6
3年
７
月
2
1日
生

住
所
石
川
県
金
沢
市
沖
町
ロ
2
2番
地
１

崔
寅
基
昭
和
4
9年
４
月
2
4日
生

住
所
札
幌
市
豊
平
区
平
岸
４
条
1
7丁
目
２
番
1
2号

李
幸
恵
昭
和
6
0年

1
1月

1
3日
生

住
所
東
京
都
大
田
区
東
矢
口
２
丁
目
1
8番
２
号

任
紗
織
昭
和
6
3年
４
月
７
日
生

住
所
東
京
都
渋
谷
区
本
町
１
丁
目
1
8番
３
号

李
相
毅
平
成
２
年
１
月
3
0日
生

住
所
山
口
県
宇
部
市
大
字
小
串
9
0番
地
１

李
仁
K
平
成
２
年
９
月
2
4日
生

住
所
栃
木
県
小
山
市
大
字
神
鳥
谷
1
0
4
0番
地
1
0

È
敬
博
昭
和
5
2年
９
月
2
5日
生

住
所
東
京
都
大
田
区
大
森
東
４
丁
目
1
4番
２
号

朴
温
子
昭
和
6
1年
４
月
2
0日
生

住
所
北
九
州
市
小
倉
北
区
大
畠
１
丁
目
５
番
５
号

卓
輝
和
昭
和
5
5年
６
月
2
8日
生

住
所
鳥
取
県
米
子
市
東
福
原
３
丁
目
９
番
3
5
`
5
0
1号

趙
勇
済
昭
和
2
9年
６
月
１
日
生

金
真
砂
美
昭
和
3
3年
２
月
2
8日
生

趙
明
徳
平
成
８
年
６
月
2
4日
生

住
所
山
口
県
下
関
市
川
中
豊
町
７
丁
目
８
番
2
0号

趙
勇
徳
平
成
５
年
９
月
７
日
生

住
所
東
京
都
八
王
子
市
川
口
町
1
9
7
9番
地
６

康
寛
雄
昭
和
5
3年
９
月
1
2日
生

住
所
埼
玉
県
川
口
市
鳩
ヶ
谷
本
町
３
丁
目
2
5番

1
1号

劉
忠
彰
昭
和
5
2年
６
月
1
6日
生

住
所
奈
良
県
大
和
郡
山
市
九
条
平
野
町
３
番
2
6号

金
真
有
昭
和
5
7年
５
月
９
日
生

住
所
奈
良
県
生
駒
市
西
松
ヶ
丘
1
1番

3
7
`
3
0
7号

陳
隆
資
昭
和
4
3年
８
月
2
4日
生

高
貴
美
子
昭
和
4
9年

1
2月

1
6日
生

陳
壯
太
平
成
1
4年
６
月
2
8日
生

陳
琉
聖
平
成
1
6年

1
1月

2
6日
生

住
所
山
口
市
小
郡
下
郷
1
0
3
4番
地
１

姜
英
一
昭
和
5
6年
９
月
2
8日
生

住
所
横
浜
市
緑
区
東
本
郷
５
丁
目
2
1番

1
2号

金
栄
姫
昭
和
2
3年
７
月
1
3日
生

住
所
横
浜
市
中
区
本
牧
間
門
2
7番

4
7号

申
清
昭
和
1
7年

1
0月

2
2日
生

金
永
順
昭
和
2
0年

1
0月
７
日
生

住
所
富
山
市
安
養
坊
6
6
9番
地
７

金
A
子
昭
和
６
年
３
月
1
5日
生

住
所
富
山
市
五
福
5
2
0
2番
地
５

金
博
明
昭
和
2
6年

1
0月

1
0日
生

住
所
堺
市
北
区
中
百
舌
鳥
町
２
丁
9
3番
地

崔
悟
子
昭
和
4
5年
７
月
1
5日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
中
小
阪
４
丁
目
１
番
1
4号

康
愛
華
昭
和
5
8年
７
月
1
0日
生

住
所
大
阪
市
東
成
区
中
本
１
丁
目
５
番
1
1号

文
智
香
昭
和
5
2年
２
月
７
日
生

高
紬
大
平
成
1
9年
４
月
1
5日
生

高
麻
衣
平
成
2
1年
３
月
1
9日
生

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
六
号

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日
に
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
、

モ
ン
ゴ
ル
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の

書
簡
の
交
換
が
モ
ン
ゴ
ル
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

経
済
社
会
開
発
努
力
推
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
両
政
府
の
関
係
当
局
が
合
意
す
る

生
産
物
及
び
役
務
を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

三
億
円

３

署
名
者

日

本

側

木
原
誠
二
外
務
大
臣
政
務
官

モ
ン
ゴ
ル
側

ロ
ブ
サ
ン
ワ
ン
ダ
ン
・
ボ
ル
ド
外
務
大

臣

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
国
税
庁
告
示
第
四
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政

令
第
三
百
十
九
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四

十
三
号
）
第
三
十
九
条
の
二
十
三
第
十
五
項
の
規
定
に
基

づ
く
公
示
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
旨
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
号
）
附
則

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
六
十
六
条
の
十
一
の

二
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
公
示
す
る
件
（
平
成
十
三

年
国
税
庁
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。平

成
二
十
六
年
二
月
三
日国

税
庁
長
官

稲
垣

光
隆

別
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
江
戸
城
再
建
を
目
指
す
会

の
項
中
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
江
戸
城
再
建
を
目
指
す

会
」
を
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
江
戸
城
天
守
を
再
建
す

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
十
一
号

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、使
用
薬
剤
の
薬
価（
薬

価
基
準
）（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

別
表
に
第
33
部
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
3
3部

追
補

K̃

注
射

薬
品

名
規

格
単

位
薬

価円
（
へ
）

ヘ
パ
リ
ン

N
aロ
ッ
ク
用

1
0単
位
／

m
Lシ
リ
ン
ジ
５

m
L

「
ニ
プ
ロ
」

5
0単
位
５
m
L１
筒

1
4
7

ヘ
パ
リ
ン

N
aロ
ッ
ク
用

1
0単
位
／

m
Lシ
リ
ン
ジ

1
0
m
L

「
ニ
プ
ロ
」

1
0
0単
位
1
0
m
L１
筒

1
4
7

ヘ
パ
リ
ン

N
aロ
ッ
ク
用

1
0
0単
位
／

m
Lシ
リ
ン
ジ
５

m
L

「
ニ
プ
ロ
」

5
0
0単
位
５
m
L１
筒

1
6
9

ヘ
パ
リ
ン

N
aロ
ッ
ク
用

1
0
0単
位
／

m
Lシ
リ
ン
ジ
1
0
m
L

「
ニ
プ
ロ
」

1¶
0
0
0単
位
1
0
m
L１
筒

1
8
2

V 局
ヘ
パ
リ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
注
１
万
単
位
／

1
0
m
L「
ニ
プ

ロ
」

1
0¶
0
0
0単
位
1
0
m
L１
瓶

4
2
8

V 局
ヘ
パ
リ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
注
５
万
単
位
／

5
0
m
L「
ニ
プ

ロ
」

5
0¶
0
0
0単
位
5
0
m
L１
瓶

1¶
6
8
7

外
用

薬
品

名
規

格
単

位
薬

価
円

（
れ
）

レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
点
眼
液
0•
5％
「
ニ
プ
ロ
」

0•
5％
１
m
L

8
4•
6
0

る
会
」
に
改
め
、
同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
患
者
の
権

利
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
項
中
「
池
永

滿
」
を
「
久
保
井

摂
」
に
改
め
、
同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
才
の
木
の

項
中
「
川
井

秀
一
」
を
「
福
島

和
彦
」
に
改
め
、
同

表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
女
性
特
有
の
ガ
ン
の
サ
ポ
ー
ト

グ
ル
ー
プ
オ
レ
ン
ジ
テ
ィ
の
項
中
「
特
定
非
営
利
活
動
法

人
女
性
特
有
の
ガ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
オ
レ
ン
ジ

テ
ィ
」
を
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
オ
レ
ン
ジ
テ
ィ
」
に

改
め
、
同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
デ
ィ
ー
ピ
ー
ア
イ
日

本
会
議
の
項
中
「
三
澤

了
」
を
「
山
田

昭
義
」
に

改
め
、
同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ブ
ッ
ダ
基
金
の
項
中

「
静
岡
県
浜
松
市
中
区
佐
鳴
台
三
丁
目
五
二
番
二
三
号
Ｈ

ａ
ｒ
ｃ
ｏ
ｍ
ビ
ル
二
Ｆ

ブ
ッ
ダ
基
金
事
務
局
」
を
「
静

岡
県
浜
松
市
中
区
佐
鳴
台
三
丁
目
五
二
番
二
二
号
ブ
ッ
ダ

基
金
事
務
局
」
に
改
め
、
同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｕ

Ｎ

Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
日
本
国
内
委
員
会
の
項
中
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
Ｕ
Ｎ

Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
日
本
国
内
委
員
会
」
を

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
連
ウ
ィ
メ
ン
日
本
協
会
」
に

改
め
る
。

š
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別
表
第
三
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

3
1
3
3
6
長
野
長
野
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
佐
久
総
合
病
院
佐
久
医
療
セ

ン
タ
ー

0•
0
6
5
3

0•
0
2
9
9

平成™�年™月š日 月曜日 第�™™˜号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
十
二
号

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
第
十
九
条
第
一
項
本
文
並
び

に
保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
六
号
）
第
九
条
本
文
並
び
に
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
等
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
五
十
八
年

厚
生
省
告
示
第
十
四
号
）
第
十
九
条
第
一
項
本
文
及
び
第
三
十
一
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
療
担
規
則
及
び
薬
担
規

則
並
び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事
項
等
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

別
表
第
６
に
第
11
部
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
1
1部

追
補

e

注
射

薬
品

名
規

格
単

位
（
へ
）

ヘ
パ
リ
ン

N
aロ
ッ
ク
用

1
0単
位
／

m
Lシ
リ
ン
ジ
５

m
L

「
タ
ナ
ベ
」

5
0単
位
５
m
L１
筒

ヘ
パ
リ
ン

N
aロ
ッ
ク
用

1
0単
位
／

m
Lシ
リ
ン
ジ

1
0
m
L

「
タ
ナ
ベ
」

1
0
0単
位
1
0
m
L１
筒

ヘ
パ
リ
ン

N
aロ
ッ
ク
用

1
0
0単
位
／

m
Lシ
リ
ン
ジ
５

m
L

「
タ
ナ
ベ
」

5
0
0単
位
５
m
L１
筒

ヘ
パ
リ
ン

N
aロ
ッ
ク
用

1
0
0単
位
／

m
Lシ
リ
ン
ジ
1
0
m
L

「
タ
ナ
ベ
」

1¶
0
0
0単
位
1
0
m
L１
筒

V 局
ヘ
パ
リ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
注
１
万
単
位
／

1
0
m
L「
タ
ナ

ベ
」

1
0¶
0
0
0単
位
1
0
m
L１
瓶

V 局
ヘ
パ
リ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
注
５
万
単
位
／

5
0
m
L「
タ
ナ

ベ
」

5
0¶
0
0
0単
位
5
0
m
L１
瓶

外
用

薬
品

名
規

格
単

位
（
れ
）

レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン
点
眼
液
0•
5％
「
Ｎ
Ｐ
」

0•
5％
１
m
L

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
十
三
号

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
第
一
項
た
だ
し
書
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣

が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十

三
号
）
別
表
４
か
ら
６
ま
で
及
び
18
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
並
び
に
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
病
院
、
基
礎
係
数
、
暫
定
調
整
係
数
、
機
能
評
価
係
数
Ò
及
び
機
能
評
価
係
数
Ó
（
平
成
二
十
四
年
厚

生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
十
七
号

船
舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
三
十
九
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船

舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
第
三
十
九
条
の
七
第
三
項
の
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
保
険
者
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部

を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

船
舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
第
三
十
九
条
の
七
第
三
項
の
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
保
険
者
等
を
定
め
る
告

示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

船
舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
第
三
十
九
条
の
七
第
三
項
の
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
保
険
者
等
を
定
め
る
告
示

（
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
号
を
削
り
、
第
二
十
八
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
十
四
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
十
三
号
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、

同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

ザ
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
キ
ン
グ
ダ
ム
・
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
・
ス
テ
ィ
ー
ム
・
シ
ッ
プ
・
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
リ
ミ
テ
ッ
ド

第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

ザ
・
ノ
ー
ス
・
オ
ブ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
テ
ク
テ
ィ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・
イ
ン
デ
ム
ニ
テ
ィ
ー
・
ア
ソ
シ
エ

イ
シ
ョ
ン
・
リ
ミ
テ
ツ
ド

第
三
十
一
号
か
ら
第
三
十
三
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
十
一

T
H
E
S
T
A
N
D
A
R
D

C
L
U
B

A
S
IA

L
T
D
.

三
十
二

T
H
E
S
T
A
N
D
A
R
D

C
L
U
B

E
U
R
O
P
E
L
T
D

三
十
三

T
h
e
S
ta
n
d
a
rd

C
lu
b
L
im

ite
d

第
三
十
四
号
を
削
り
、
第
三
十
五
号
を
第
三
十
四
号
と
し
、
第
三
十
六
号
を
第
三
十
五
号
と
し
、
第
三
十
七
号
を
削

り
、
第
三
十
八
号
を
第
三
十
六
号
と
し
、
第
三
十
九
号
か
ら
第
四
十
三
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
本
則
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

四
十
二

A
m
lin

E
u
ro
p
e
N
.V

.

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
十
八
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日

付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）

第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
5
1
7
6号

高
機
能
グ
ル
ー
プ

呼
出
受
信
機

Ｊ
Ｕ
Ｅ
`
8
7

日
本
無
線
株
式
会
社
東
京
都
三
鷹
市
下
連
雀
五
丁
目

１
番
１
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
十
九
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日

付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）

第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
Ｆ
`
5
1
3号

不
燃
性
材
料

ダ
イ
パ
ラ
イ
ト

日
本
イ
ン
シ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
南
船
場

一
丁
目
1
8番

1
7号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
十
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
一
月

二
十
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す

る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
三
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
Ｆ
`
3
6
1号

表
面
仕
上
材
（
一

次
甲
板
床
張
り

材
）

カ
ル
ム
ー
ン
シ
ー
ト

（
床
用
）

積
水
化
学
工
業
株
式

会
社

樹
脂
層
の
仕
様
を
変
更

第
Ｆ
`
3
6
2号

表
面
仕
上
材
（
難

燃
性
上
張
り
材
）
カ
ル
ム
ー
ン
シ
ー
ト
〃

〃

›
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0

ーーー
地方厚生(支)局医療課
都道府県民生主管部(局)

御中
都道府県後期高齢者医療主管部(局)
後期高齢者医療主管課倍D

使用薬剤の薬価(薬価基準)(平成20年厚生労働省告示第60号。以下「薬価基準」と
いう。)及び「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲
示事項等」(平成18年厚生労働省告示第107号。以下「掲示事項等告示」という。)につ
いては、平成26年厚生労働省告示第21号及び第22号をもって改正されたところですが、
その概要は下記のとおりですので、貴管下の保険医療機関、審査支払機関等に対して周
知徹底をお願いします。

使用薬剤の薬価(薬価基準)等の一部改正について

1 薬価基準の一部改正について
(1)製薬企業による医薬品の製造販売承認の承継に伴い、販売名の変更があった医
薬品(注射薬6品目及び外用薬1品助について、薬価基準の別表に収載したも
のであるとと。

(2)(1)により薬価基準の別表に収載されている全医薬品の品目数は、次のとおりで
あること。

事務連
平成 2 6年2月

1,049

厚生労働省保険局医療課

3日

区分

品目数

2 掲示事項等告示の一部改正について
(1)新たに薬価基準に収載された医薬品に代替されるため、製薬企業から削除依頼
があった医薬品(注射薬6品目及び外用薬1品圃について、掲示事項等告示の
別表第6に収載するものであること。

(2)(1)により掲示事項等告示の別表第6に収載されている全医薬品の品目数は、次
のとおりであるとと。

内用薬

記

10,801

注射薬

4,256

区分

品目数

外用薬

内用薬

2,6 9 9

歯科用薬剤

6 9 6

注射薬

27

2 2 1

外用薬

・十

17,783

1 3 2

歯科用薬剤

0

・十



区分

注射薬

2 注射薬

3 注射薬

ヘパリンNaロック用 10単位/mLシリンジ5
mL 「ニプロ」

4 注射薬

ヘパリンNaロック用10単位/mLシリンジ1
OmL 「ニプロ」

5 注射薬

ヘパリンNaロック用 100単位/mLシリンジ
5mL 「ニフ゜ロ」

6

薬価基準名

注射薬

ヘパリンNa ロック用 100単位/'mLシリンジ
1 0 mL 「ニフ゜ロ」

①

7 外用薬

⑧
ヘパリンナトリウム注5万単位/50mL
口」

薬価基準告示

レボフロキサシン点眼液0.5%「ニプロ」

ウム注1万単位/10mL 「ニプ

ヘパリンナトリウム

成分名

ヘパリンナトリウム

ヘパリンナトリウム

ヘパリンナトリウム

「ニプ

ヘパリンナトリウム

ヘパリンナトリウム

規格単位

レボフロキサシン水和物

50単位5mL 1筒

100単位10mL1筒

(参考、1 )

1

500単位5mL 1筒

,

10,000単位10mL1并瓦

000単位10mL 1筒

50,000単位50mL 1瓶

薬価(円)

147

147

169

0 5%1mL

182

428

1,687

84.60

゛

0

ノ＼ノ弌りンづー リ卜

」口



別表第6 (平成26年3月31日まで)

区分

注射薬

2 注射薬

3 注射薬

4

ヘパリンNaロック用 10単位/mLシリンジ5mL 「タ
ナベ」

注射薬

5

ヘパリンNa ロック用 10単位/'mLシリンジ10mL
「タナベ」

注射薬

6

ヘノくりンN a ロック用 100単イ立/、mLシリンジ5mL
「タナベ」

注射薬

7

ヘパリンNa ロック用 100単位/'mLシリンジ10mL
「タナベ」

⑬ ヘパリンナトリウム注1万単位/'10mL 「タナベ」

外用薬

⑬ ヘパリンナトリウム注5万単位/'50mL 「タナベ」

品名

掲示事項等告示

レボフロキサシン点眼液0.5% rNPJ

ヘパリンナトリウム

成分名

ヘパリンナトリウム

ヘパリンナトリウム

ヘパリンナトリウム

ヘパリンナトリウム

ヘパリンナトリウム

レボフロキサシン水和物

(参考2)

0

規格単位

50単位5mL 1筒

100単位10mL1筒

1,000単位10mL1筒

500単位5mL 1筒

10,000単位10mL1瓶

5 0,000単位50mL 1瓶

0 5%1mL
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